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※Microsoftは、ถ国Microsoft Corporation およびそのؔ࿈会社のඪです。　※Windows、Internet Explorerは、ถ国Microsoft Corporationのถ国およびその他の国におけるొඪです。　※インςル、Intel Core、Celeronは、アメリΧ合ऺ国および / またはその他の国に
おける Intel Corporation またはその子会社のඪです。　※DisplayPortはVideo Electronics Standards Associationのඪです。　※NVMeは NVM Express,Inc.のඪです。　※PCI ExpressはPCI-SIGのඪです。 ※docomoは株式会社NTTドコモのొඪですŇ
※OKIはԭ電ؾ業株式会社のొඪです。　※本ॻに記載されている会社໊、品໊は֤社のඪまたはొඪです。　※本ॻのその他のొඪおよびඪは、それͧれの所有ऀにؼ属します。
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おい合Θͤは、下記
NEC プラットフΥームιリューシϣン事業෦

ຊ電ࣜגؾձࣾ 1˟08-8001　౦ژޒࣳ۠ߓஸ目7-1（NECຊࣾビル）

˔記載の仕様、デβインは༧ࠂなしに変更することがあります。また、ࣸ ਅはҹのたΊ製品の色とଟগҟなる場合があります。
˔使用部品はظ供څをҡ持するたΊ、記載品とಉ等性能の部品に変更する場合があります。

https�//Kpn.nec.com/Gc/
E-mail� Gc!customer.Kp.nec.com

環境にやさしい植物油インキ
を使用しています。

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

202111݄ࡏݱ

。いください用্の͝ҙ（ඞずお読みください）ʯΛよくお読みの্、ਖ਼しくおマニュアルのʮࢠは、ຊ体添付の電ࡍ用の͝
設置環境݅以外の環境（ਫ、湿ؾ、́ こり、༉Ԏなどのଟいॴなど）に設置しないでください。Րނ、ࡂো、ײ電などのݪҼとなることがあります。҆શに関する͝ҙ

˗ඪ

˔本製品には、有ण໋部品（ディスクドライブ等）がؚまれています。̓ 定してご使用いただくたΊには定ظతな保कによる部品ަ換が必要になります。有ण໋部品のަ換時ظの҆は、使用ස度や条件によりҟなりますので、本体添付の電子マニュアルをごࢀরください。　˔お客様が選
択されましたOSに合わせて、ご使用になるソフトウェアおよび周辺機器の対応OS、動作可൱や使用条件をご確認の্ご利用ください。　˔本製品情報に記載のディスク容量は1GBを10ԯバイトで計ࢉした場合の数値です。OSから認ࣝできる容量は、実際の値よりগなく表示される場合が
あります。　˔֤छ拡張機器/OS/アプリケーションの動作確認については、֤ メーΧにご確認ください。　˔プリインストールおよび添付のソフトウェアのバージョンやৄࡉ機能などは、༧ࠂなく変更する場合があります。それにい一部機能に制ݶが生じる場合があります。　˔༧ࠂなくディスク

（SSDなど）の容量を変更する場合があります。　˔本製品（ソフトウェアをؚΉ）は日本国内でのみ販ചするものであり、当社では海外の保कサービスおよび技術サポートはߦっておりません。　˔本製品（ソフトウェアをؚΉ）のコンポーネントにおいて、保कड付ؒظ中に技術サポートをऴྃ
する場合があります。この場合も保कサービスはܧ続提供します。　˔本製品（ソフトウェアをؚΉ）が、外国ҝସٴび外国қ法の規定により、規制՟などに֘当する場合は、日本国外に持ち出す際には、日本国の༌出ڐ可ਃなど、必要なख続きをお取りください。ৄ しくは、マニュアル
または֤製品に添付しております意ॻきをごࢀরください。　˔本製品およびオプションを海外に༌出される場合（ݸ人によるߦܞをؚΉ）には、֤ 国の法規制に対応する必要があります。 ˔本製品にインストールされているOSは、Microsoft社のアップグレード/ダウングレード対象製品で
はありませんのでご意ください。 ˔無線LANでは、セキュリςィの設定をすることがඇৗにॏ要です。ৄ 。রくださいࢀは、本製品添付の電子マニュアルをごࡉ

˗意事߲

A22K・A29XA22K・A29X

ᝑ体サイζは250.0（W）×210.1（D）×90.7（H）mm。
ᝑ体はলスϖースモデル（E23W・E27B・E22U）より体ੵൺで
約1/2のコンパクトサイζ。

ฏ置き
ʤ壁取り付けブラケット（FC-0A1WM-001）ʥ

縦置き
ʤスタビライザー（FC-0A1PD-001）ʥ

˙装置前面

˙装置前面（拡張 I/O ボード、無線 LAN アンテφ 選択）

˙装置എ面（拡張 I/O ボード 選択）

※1：ຊ品に添付のDC電源ケーブル、まͨは、オプションのACアダプタ（国内（FC-0A1AD-001）、
　　  海外（FC-0A1AD-002））Λ接続します。
※2： 出ՙ時はコネクタカバーが付いͯいます。
※3： セレクションメニューで拡張I/O ボード（FC-1A1EX-001）Λ選択されͨ合、࣮ 装。
※4： セレクションメニューで無線モデルΛ選択。ࣸ ਅのアンテφは無線LANモデル。

˙装置前面
ライン入力ࢠ（ステレオ）※2

ライン出力ࢠ（ステレオ）※2

電源用コネクタ※1

DisplayPortコネクタ1※2

DisplayPortコネクタ2※2

USBコネクタ（USB 3.0対応）※2

USBコネクタ（USB 3.0対応）※2

DUMPスイッチ
USBコネクタ（USB 3.0対応）※2

USBコネクタ（USB 3.0対応）※2

シリアルポートコネクタ2※2

ステータスランプ
フΝイルアクセスランプ
電源ランプ
電源スイッチ
無線アンテφ用コネクタ1※2

シリアルポートコネクタ1※2

LAN コネクタ2※2

ケーブルクランプ
LAN コネクタ1※2

無線アンテφ用コネクタ2※2

拡張スロット

˔外ੇܗ๏ਤʢ୯Ґɿmmʣɹ

920MHzଳ特ఆ小ిྗ無線
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˙装置എ面
SIMカードスロット
セキュリティーケーブル接続用スロット

DIDOコネクタ※3

VCC入出力ସスイッチ※3

˙装置前面（アンテφあり）
無線LAN用アンテφ1※4

無線LAN用アンテφ2※4
23
24

RS485 インタフェース※3

DC電源入力※3
25
26
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無線LANよりൣ囲な通৴Τリア。ःณのӌ回力に༏れ
ͨ無線通৴により、さま͟まなॴでセンサー等のใऩ
ूに͝利用いͨだけます。

無線モデルの特長

※1：フΝンレスボックスに࣮装の3G/LTEは、Eocomoの�Cat.1�回線に対応しͯおります。
　　 ผ్、Eocomo回線のSIMカード、通৴キャリアとのܖ約がඞཁです。
。部͝相ஊくださいۀ約/お合ͤはEocomo 法ਓӦܖ͝　　
　　 対応SIMはmicro-SIMです。 
※2：શͯの通৴ऀۀとの接続Λ保証するのではありまͤΜ。
※3：5GHz帯IEEE802.11a/n/ac無線LANの用は、電波法令により内にݶ定されます。
※各無線モデル͝とに対応するアンテφが添付されます。
。除することはできまͤΜ/ߋに無線モジュールのՃ/変ޙ入ߪ͝　

※スタビライザー（FC-0A1PD-001）࣮ 装。

A

A

3G/LTE※1※2

用్に合Θͤͯフリーセレクション͔Β、3G/LTEのSIM
フリーモバイルモデルの選択ができます。用ݱΛ選
ずインターネット接続がՄ能となります。

B

無線LAN
2.4GHz帯のIEEE802.11b/g/nだけでなく、電波ׯবに
強く、通৴が҆定する5GHz帯のIEEE802.11a/n/acに
対応※3しͯいます。

C

B
C

ઐ用オプションの壁取り付けブラケット（FC-0A1WM-001）スタ
ビライザー（FC-0A1PD-001）の利用で、̓ 定しͨ横置き、縦置き
の設置がՄ能となります。
※設置方法には制ݶがありますので、͝ ҙください。
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1
フレームモデル

（択Ұで選択ඞਢ）
標準（国内仕様）モデル

FC-A22K-S

Core™ i3-9100TE 
（4コア/４スレッド）

海外認証モデル

CPU

モデル 標準（国内仕様）モデル

FC-A29X-S

Celeron® G4900T
（２コア/2スレッド）

海外認証モデル

22 4 5

防塵性、無線通信、小型化など現場が求める性能を追求。
様々なシステムの長期連続運用を支える
ファンレスボックス型コントローラ。

࣮装数［ຕ］
FC-1A1MR-008（容量8GB×1）
FC-1A1MR-016（容量16GB×1）

メモリ૯容量
メモリ

－1
－ 2

－

1

2
－

16GB8GB 32GB

表1：メモリ૯容量とメモリセレクション数（以下͔Β選択しͯください）

ʪCPU、海外ೝ証モデル
Λ選択ʫ

プリインストールOS
（択Ұで選択ඞਢ）

Windows 10 IoT Enterprise 
2019 LTSC （64bit 日本語版） 

   FC-1A1SS-001※1

OS未添付（ドライバ提供）

FC-1A1SS-099

   FC-1A1SS-002※1

OS未添付（ドライバ提供）

FC-1A1SS-099
2

ᶃ～ᶆは択Ұで選択。ᶇᶈᶉはҙで選択。のॱ൪でフリーセレクションより選択ください。

ファクトリコンピュータのノウハウを投入した耐環境性に優れたファンレスボックスタイプです。

5間の品څڙとڅڙ停7ޙࢭ間の保कΛサポートします。シス
テムҠߦ回数がݮり、システムߋ৽の数費用などのॾ費用Λ含め
ͨライフタイムコストΛܰݮできます。

さまざまなシーンの、さまざまな課題にお応えします。

課題

FCຊ体内部のҟৗΛ検知し、システムোΛ未વにࢭするさま͟まな機
能Λ搭載し ʮͨソフトウェアRASツールʯΛඪ準添付。システムの৴པ性Λさ
Βにߴめます。

防塵性能※1 ソフトウェアRASツール※1 

ຊ体は発ച5ޙ間の品څڙΛ保証。まͨ、保कड付ظ間はڅڙऴྃޙ
7間※1となります。

5年供給、7年保守

万Ұのϋードウェアトラブルに҆৺なフΝクトリコンピュータSupportPack
Λ用ҙ。以下のサービスと、サポートظ間（̏ 間/̓ 間）※2͔Β選ます。

ファクトリコンピュータ SupportPack※1

プリインストールしͯいるWinEows10 IoT Enterprise 2019 LTSC※2は
機能アップグレードがなく、ಉじバージョンのOSでシステムのظӡ用が
Մ能です※3。まͨ、OSに対応しͨドライバΛఏڙ。お٬༷でライセンスΛ
含むOSΛ準උし、インストールしͯ͝用いͨだくことがՄ能です。 

プリインストールOS※1

※1：プリインストールOSのਖ਼ࣜ名শは5ϖージΛࢀরください。
※2：WinEows 10にͭいͯのৄࡉは、 https�//Kpn.nec.com/Gc/win10iot.html Λࢀরください。
※3：セキュリティアップデートは停ࢭঢ়ଶで出ՙしͯいます。WinEowsUpEateで࠶։Մ能です。

※1：プリインストールOSΛ選択しͨ合、ソフトウェアRASツールは装置にインストールࡁみです。
※2：SSDण໋目҆Λ保証するのでは͟͝いまͤΜ。 

※1：CCCೝ証：த国の品༌出のͨめの規格。（China Compulsory CertiGication�த国強制ೝ証） 　 
　　　　　　　ඪ2,000ߴm未ຬ、͔ ͭ非熱帯地Ҭのみでの用に適しͯおります。 
※2：ULೝ証：ถ国の品༌出のͨめの規格。（UnEerwriters Laboratories：ถ国保҆ऀۀݥશݧࢼॴ）
※3：KCೝ証：ؖ 国の品༌出のͨめの規格。（Korea CertiGication：ؖ 国ೝ証）
※4：CEマーキング：EUՃໍ国の品༌出のͨめの規格。

※1：͝ ̍-に拡張I/Oボード（FCޙ入ߪ A1EX-001）ΛՃ/除することはできまͤΜ。 
　    PCI Express(x16)スロットΛ有します。 

※1：ຊ品の塵༷は、無ഁଛ・無ނোΛ保証するのではありまͤΜ。
※2：IP5xは、JIS C 0920�2003（IEC 60529�2001）に規定されͨݧࢼΛ࣮ࢪしͯいます。 
　　無線モデル以外Λ選択。まͨは、920MHz帯特定小電力無線Λ選択しͨ合、
　　未用の無線アンテφ用コネクタՕॴにඪ準装ணされͯいるゴムカバーΛ外さず用ください。

※1：フΝクトリコンピュータ SupportPackは、ຊ体の͝ߪ入がサービス։࢝となります。
※2：10間のSupportPackメニューはありまͤΜ。
※3：ॕ 。Λ除くٳ定のط、ࣾࡇ

フΝクトリコンピュータSupportPack のৄࡉใは、
https�//Kpn.nec.com/Gc/support@pack/inEex.html Λ͝ࢀরください。

トラブルが発ੜしͨ合、装置ΛNEC指定のऀۀがҾき取りにい、
मཧ対応ޙฦ٫します。（मཧظ間は༌ૹظ間Λ除き、ݪଇ10以内※3

です。）

● 引取修理（エコノミー）サービス

各アラームΛٖࣅతに発ੜさͤ、システムΛチェックできます。
● RAS機能チェックツール

アラームの発ੜΛݻ定ディスクに記します。
● ロギング機能

ディスクのҟৗΛ検知し、ϋードウェアঢ়ଶࢹ機能に通知します。
● S.M.A.R.T 監視機能

SSDのण໋目҆Λ数値と色で表示します。
● SSD寿命診断機能※2

外部デジタル入出力（各3）、リモート入力（1）が利用Մ能です。
● デジタル入出力

DC9-30VのDCワイドレンジの入力がՄ能です。
● DC電源入力

RS485（インターフェース）は、シリアル通৴でRC-232Cより
　。のデータૹができ、N対Nの接続がՄ能ですڑ・ߴ

● RS485

ຊ体のঢ়ଶ（ᝑ体内温度、電圧）Λ
知さײし、ҟৗͦのஹީがࢹ
れͨ合、指定プログラムの起動
アラームใのログフΝイル
の保存Λߦないます。

● ハードウェア状態監視機能

トラブルが発ੜしͨ合、શ国約400カॴの最دりのサービス拠͔
Β、カスタマΤンジニアが設置ॴまでい、෮چमཧΛߦいます。

● 出張修理サービス

● 出張修理サービス（ディスク返却不要サービス付）
ディスク（SSD）の保क交換時に、交換しͨディスクΛؼͪ࣋Βず、お٬༷
の࢈ࢿとする出張मཧサービスです。

メモリ
（選択ඞਢ。最大2ຕ選択Մ能、ࠞ （はෆՄࡏ

8GB（８ＧＢ×1）
FC-1A1MR-008

16GB（１６ＧＢ×1）
FC-1A1MR-016

選択なし

選択なし

3

ディスク構成
（択Ұで選択ඞਢ）

M.2 SSD 200GB×1
FC-1A1SD-001

M.2 SSD 400GB×1
FC-1A1SD-002

4

増設ボード※3
（最大1ͭ選択Մ能）

増設LANボード 
（1000BASE-T 2ch）

FC-1A1LA-001
拡張I/Oボード 

（RS485、DC入力、DIDO、リモート入力）

FC-1A1EX-001※4

5

無線※5※6
（最大1ͭ選択Մ能）

無線LAN（アンテナ付き） 3G/LTE（アンテナ付き） 
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特長 フリーセレクション ※フリーセレクションでఏ示しͯいる型൪の୯品ߪ入はできまͤΜ。
A22K・A29X

塵性能に༏れͨIP5x※2に準拠。フΝンレス༷のͨめ、ค塵の৵入Λ制
することがՄ能、ค塵が発ੜするݱなどで用できます。

ディスク構成

フリーセレクションでM.2 SSDの200GB、400GB͔Β択Ұで選択ができま
す。SSDはۦ動部がないͨめHDDにൺ振動・衝撃に強くより҆定しͨՔಇ
Λ࣮ݱします。

拡張I/Oボード

フリーセレクションで拡張I/Oボード（FC-̍ A1EX-001）Λ選択※1すると、以下
の機能Λ拡張できます。

海外で͝利用いͨだくお٬༷向けに、CCCೝ証※1、ULೝ証※2、KCೝ証※3

Λ取ಘ、CEマーキング※4適合し ʠͨ海外ೝ証モデルʡΛ用ҙしͯいます。

※1：ඪ४（国内仕様）モデルのみ選択可能。 
※2：海外認証モデルのみ選択可能。 
※3：セレクションメニューで増設ボードを選択された場合、PCI Express（x16）スロットに実装。
※4：拡張I/Oボード୯品オプションは用意していません。
※5：無線モデル（無線LAN、̏G/LTE、920M)[ଳಛ定খ電力無線）を海外に持ち出して使用すると、現地国の法令等に
　   抵触する可能性がありますので海外には持ち出さないでください。
※6：ඪ४（国内仕様）モデルのみ選択可能。
　   ご購入後に無線モジュールの追加/変更/削除することはできません。

工場／クリーンルーム 物流／クレーン搭載 交通

農業 ビルオートメーション デジタルサイネージ

長期間にわたり同じシステムを
使用し、システム開発工数や
更新工事等の費用を抑えたい。 ※保कサポートとは、मཧ体制のҡ࣋、मཧ部品・消品・ण໋品の֬保、ٕ ज़い合Θͤ対応Λ示します。 

※मཧはNECフィールディングࣜגձࣾにͯঝります。

※ຊ品の塵༷は、無ഁଛ・無ނোΛ保証するのではありまͤΜ。
※IP5xは、JIS C 0920�2003（IEC 60529�2001）に規定されͨݧࢼΛ࣮ࢪしͯいます。
　導電性のあるค塵はIP5x対外となります。
※ణ性能は͟͝いまͤΜ。

解決

解決

解決

フリーセレクションで無線LANモデル、920MHz帯特定小電力無線
モデル、3G/LTEモデルの選択がՄ能。
3G/LTEであれ、有線・無線LAN環境がないݱにおいͯ、イン
ターネットに接続ができます。まͨ、装置にはLANポート2ポート
ඪ準装උ、ඞཁに応じͯ有線LAN接続Մ能です。

課題
ネットワーク環境がない。

塵性能に༏れͨIP5xに準拠。フΝンレス༷のͨめ、ค塵の৵入Λ
制することがՄ能、ค塵が発ੜするݱなどで用できます。課題 作業現場は粉塵が多く、

汎用コンピュータの
使用に苦労している。

間5ظڅڙ
保कड付ظ間

2020
12݄

2025
11݄

2032
11݄

※1：保कड付ظ間Ԇモデルは用ҙしͯいまͤΜ。

920MHz帯特定小電力無線（アンテナ付き） 

選択なしDisplayPort変換コネクタ
（最大2ͭ選択Մ能）

DP-DVI変換コネクタ
FC-1A1DP-001

DP-VGA変換コネクタ
FC-1A1DP-002

7

無線LAN
（2.4GHz） 2.4 4DS/OF

IEEE802.11b/g/n

無線LAN
（5GHz）

IEEE802.11a/n/ac

〈各帯域の中心周波数〉

˔පӃ内やۭߤ機内など電子機器、無線機器の使用がࢭېされている۠Ҭでは使用しないでくださ
い。機器の電子ճ࿏にӨڹを༩え、ޡ作動や事故のݪҼとなるおそれがあります。

˔無線LAN（5G)[※1※2）機能の使用は、IEEE802.11n（W56）とIEEE802.11a（W56）および
IEEE802.11ac（W56）を除き電波法令により内にݶ定されます。

˔5G)[ଳ無線LANは、IEEE802.11a（W52/W53/W56）とIEEE802.11n（W52/W53/W56）およ
び、IEEE802.11ac（W52/W53/W56）४ڌです。W52/W53/W56は一般社団法人電子情報技
術産業協会による表記です。

はϗーϜϖージ （ http://home.Keita.or.Kp/page@ple/20150518140317@EKt1)2lITb.pdf ）ࡉৄ   
をごཡください。

˔無線LAN（2.4G)[※1※3）機能の使用周波数ଳҬでは、2.4G)[ଳҬの電波を使用しています。
この周波数ଳҬでは、電子レンジなどの産業・Պ ・ֶҩྍ機器の΄か、他のಉछ無線、ہ場の
製造ラインなどで使用される໔ڐを要するҠ動体ࣝผ用構内無線ہ、໔ڐを要しないಛ定খ電
力無線ہ、アマνュア無線ہなど（以下ʮ他の無線ہʯと略す）がӡ用されています。

˔IEEE802.11a/IEEE802.11b/IEEE802.11g/IEEE802.11n/IEEE802.11ac規格の無線
LANを使用する前に、近くでʮ他の無線ہʯがӡ用されていないことを確認してください。

˔ສ一、本製品とʮ他の無線ہʯとのؒに電波ׯবがൃ生した場合は、やかに本製品の使用νϟンネ
ルを変更するか、使用場所を変えるか、または機器のӡ用をఀࢭ（電波のൃ をࣹఀࢭ）してください。

˔電波ׯবの事例がൃ生し、おࠔりのことがىきた場合には、ฐ社またはNEC保कサービスڌ
（࿈བྷઌは本製品添付の電子マニュアルをࢀর）までおい合わせください。

■ 無線LANの注意事項

˔ファンレスボックスに実装の3G/LTEは、docomoの�Cat.1�ճ線に対応しております。
˔ผ్、docomoճ線のSIMΧード、௨৴キϟリアとのܖが必要です。
   ごܖ/お合せはdocomo法人Ӧ業部ご相ஊください。 
˔対応SIMはmicro-SIMです。

■ ３G/LTEの注意事項
˔IEEE802.15.4g　OKI製920M)[ଳಛ定খ電力無線です。
˔本製品とಉじ無線周波数ଳの無線機器が、本製品の௨৴可能Τリアに存ࡏする場合、

సૹ度の低下や௨৴Τラーが生じ、ਖ਼ৗに௨৴できない可能性があります。

■ 920MHz帯特定小電力無線の注意事項

※1：IEEE802.11n　※̎ ：IEEE802.11a/ac　※̏ ：IEEE802.11b/g

（1）ʮ2.4ʯ
（2）ʮDS/OFʯ

（3）ʮ4ʯ

（4）ʮ          ʯ

：2.4G)[ଳを使用する無線設උを表す。
：変ௐํ式を表す。DS:DS-SSํ式、
  OF:OFDMํ式
：Ҡ動体ࣝผ用の構内無線ہに対して定される
ʽ40mڑবׯを表す。4: 定ڑবׯ  
：શଳҬを使用し、かつʮҠ動体ࣝผ装置のଳҬ
  をճආ可能であることを意ຯする。

W52 W53 W56J52

海外認証モデルを用意

FC-A22K-G

   FC-1A1SS-101※2

FC-1A1AN-001 FC-1A1AN-002 FC-1A1AN-003

FC-A29X-G

   FC-1A1SS-102※2

A22Kシリーズ A29Xシリーズ

※ A22K用Windows 10 IoT Enterprise 2019 LTSC（64bit）プリインストールモデルには、Microsoft® Windows® 10 IoT Enterprise 2019 LTSC Value（64b̸ 版̓ 日本語または英語）、inté net Explorer® 11がインストールされています。
　 なお、SerWice PacLの削除およびアップグレード、ダウングレードはできませんのでご意ください。（ୈ1ύーςィション：300GB（NTFS）̡出荷時にはインストール済みソフトで20GBを占有 、rୈ2ύーςィション：り（NTFS）） 
　 なお、300GB 以下のディスクドライブご選択の場合、ୈ2ύーςィションはありません。　　
※ A29X用Windows 10 IoT Enterprise 2019 LTSC（64bit）プリインストールモデルには、Microsoft® Windows® 10 IoT Enterprise 2019 LTSC Entry（64b̸ 版̓ 日本語または英語）、inté net Explorer® 11がインストールされています。
　 なお、SerWice PacLの削除およびアップグレード、ダウングレードはできませんのでご意ください。（ୈ1ύーςィション：300GB（NTFS）̡出荷時にはインストール済みソフトで20GBを占有 、rୈ2ύーςィション：り（NTFS）） 
　 なお、300GB 以下のディスクドライブご選択の場合、ୈ2ύーςィションはありません。　　

ʪ20M)[シスςϜʫ
36C)（5.18G)[）,40C)（5.20G)[）,
44C)（5.22G)[）,48C)（5.24G)[）

ʪ40M)[シスςϜʫ
38C)（5.19G)[）,46C)（5.23G)[）

ʪ80M)[シスςϜʫ
42C)（5.21G)[）

˔W52帯Ҭ
ʪ20M)[シスςϜʫ
52C)（5.26G)[）,56C)（5.28G)[）,
60C)（5.30G)[）,64C)（5.32G)[）

ʪ40M)[シスςϜʫ
54C)（5.27G)[）,62C)（5.31G)[）

ʪ80M)[シスςϜʫ
58C)（5.29G)[）

˔W53帯Ҭ
ʪ20M)[シスςϜʫ
100C)（5.50G)[）,104C)（5.52G)[）,108C)（5.54G)[）,112C)（5.56G)[）,
116C)（5.58G)[）,120C)（5.60G)[）,124C)（5.62G)[）,128C)（5.64G)[）,
132C)（5.66G)[）,136C)（5.68G)[）,140C)（5.70G)[）

ʪ40M)[シスςϜʫ
102C)（5.51G)[）,110C)（5.55G)[）,118C)（5.59G)[）,126C)（5.63G)[）,
134C)（5.67G)[）

ʪ80M)[シスςϜʫ
106C)（5.53G)[）,122C)（5.61G)[）

˔W56帯Ҭ

Windows 10 IoT Enterprise
2019 LTSC （64bit 英語版）

Windows 10 IoT Enterprise 
2019 LTSC （64bit 日本語版） 

Windows 10 IoT Enterprise
2019 LTSC （64bit 英語版）

OS未添付（ドライバ提供）

FC-1A1SS-099
OS未添付（ドライバ提供）

FC-1A1SS-099



A22KŋA29X
ϑΝϯϨεϘοΫελΠϓ

フΝクトリコンピュータシリーζ

様

3

ઃஔํ๏ ࠐΈす͍コンύクトᝑମ

外؍ͱ֤෦の໊শ

ઃஔڥ݅※1 पลثػҰཡද

※Microsoftは、ถ国Microsoft Corporation およびそのؔ࿈会社のඪです。　※Windows、Internet Explorerは、ถ国Microsoft Corporationのถ国およびその他の国におけるొඪです。　※インςル、Intel Core、Celeronは、アメリΧ合ऺ国および / またはその他の国に
おける Intel Corporation またはその子会社のඪです。　※DisplayPortはVideo Electronics Standards Associationのඪです。　※NVMeは NVM Express,Inc.のඪです。　※PCI ExpressはPCI-SIGのඪです。 ※docomoは株式会社NTTドコモのొඪですŇ
※OKIはԭ電ؾ業株式会社のొඪです。　※本ॻに記載されている会社໊、品໊は֤社のඪまたはొඪです。　※本ॻのその他のొඪおよびඪは、それͧれの所有ऀにؼ属します。

Cat.No.  E03-21111960J 

おい合Θͤは、下記
NEC プラットフΥームιリューシϣン事業෦

ຊ電ࣜגؾձࣾ 1˟08-8001　౦ژޒࣳ۠ߓஸ目7-1（NECຊࣾビル）

˔記載の仕様、デβインは༧ࠂなしに変更することがあります。また、ࣸ ਅはҹのたΊ製品の色とଟগҟなる場合があります。
˔使用部品はظ供څをҡ持するたΊ、記載品とಉ等性能の部品に変更する場合があります。

https�//Kpn.nec.com/Gc/
E-mail� Gc!customer.Kp.nec.com

環境にやさしい植物油インキ
を使用しています。

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

202111݄ࡏݱ

。いください用্の͝ҙ（ඞずお読みください）ʯΛよくお読みの্、ਖ਼しくおマニュアルのʮࢠは、ຊ体添付の電ࡍ用の͝
設置環境݅以外の環境（ਫ、湿ؾ、́ こり、༉Ԏなどのଟいॴなど）に設置しないでください。Րނ、ࡂো、ײ電などのݪҼとなることがあります。҆શに関する͝ҙ

˗ඪ

˔本製品には、有ण໋部品（ディスクドライブ等）がؚまれています。̓ 定してご使用いただくたΊには定ظతな保कによる部品ަ換が必要になります。有ण໋部品のަ換時ظの҆は、使用ස度や条件によりҟなりますので、本体添付の電子マニュアルをごࢀরください。　˔お客様が選
択されましたOSに合わせて、ご使用になるソフトウェアおよび周辺機器の対応OS、動作可൱や使用条件をご確認の্ご利用ください。　˔本製品情報に記載のディスク容量は1GBを10ԯバイトで計ࢉした場合の数値です。OSから認ࣝできる容量は、実際の値よりগなく表示される場合が
あります。　˔֤छ拡張機器/OS/アプリケーションの動作確認については、֤ メーΧにご確認ください。　˔プリインストールおよび添付のソフトウェアのバージョンやৄࡉ機能などは、༧ࠂなく変更する場合があります。それにい一部機能に制ݶが生じる場合があります。　˔༧ࠂなくディスク

（SSDなど）の容量を変更する場合があります。　˔本製品（ソフトウェアをؚΉ）は日本国内でのみ販ചするものであり、当社では海外の保कサービスおよび技術サポートはߦっておりません。　˔本製品（ソフトウェアをؚΉ）のコンポーネントにおいて、保कड付ؒظ中に技術サポートをऴྃ
する場合があります。この場合も保कサービスはܧ続提供します。　˔本製品（ソフトウェアをؚΉ）が、外国ҝସٴび外国қ法の規定により、規制՟などに֘当する場合は、日本国外に持ち出す際には、日本国の༌出ڐ可ਃなど、必要なख続きをお取りください。ৄ しくは、マニュアル
または֤製品に添付しております意ॻきをごࢀরください。　˔本製品およびオプションを海外に༌出される場合（ݸ人によるߦܞをؚΉ）には、֤ 国の法規制に対応する必要があります。 ˔本製品にインストールされているOSは、Microsoft社のアップグレード/ダウングレード対象製品で
はありませんのでご意ください。 ˔無線LANでは、セキュリςィの設定をすることがඇৗにॏ要です。ৄ 。রくださいࢀは、本製品添付の電子マニュアルをごࡉ

˗意事߲

A22K・A29XA22K・A29X

ᝑ体サイζは250.0（W）×210.1（D）×90.7（H）mm。
ᝑ体はলスϖースモデル（E23W・E27B・E22U）より体ੵൺで
約1/2のコンパクトサイζ。

ฏ置き
ʤ壁取り付けブラケット（FC-0A1WM-001）ʥ

縦置き
ʤスタビライザー（FC-0A1PD-001）ʥ

˙装置前面

˙装置前面（拡張 I/O ボード、無線 LAN アンテφ 選択）

˙装置എ面（拡張 I/O ボード 選択）

※1：ຊ品に添付のDC電源ケーブル、まͨは、オプションのACアダプタ（国内（FC-0A1AD-001）、
　　  海外（FC-0A1AD-002））Λ接続します。
※2： 出ՙ時はコネクタカバーが付いͯいます。
※3： セレクションメニューで拡張I/O ボード（FC-1A1EX-001）Λ選択されͨ合、࣮ 装。
※4： セレクションメニューで無線モデルΛ選択。ࣸ ਅのアンテφは無線LANモデル。

˙装置前面
ライン入力ࢠ（ステレオ）※2

ライン出力ࢠ（ステレオ）※2

電源用コネクタ※1

DisplayPortコネクタ1※2

DisplayPortコネクタ2※2

USBコネクタ（USB 3.0対応）※2

USBコネクタ（USB 3.0対応）※2

DUMPスイッチ
USBコネクタ（USB 3.0対応）※2

USBコネクタ（USB 3.0対応）※2

シリアルポートコネクタ2※2

ステータスランプ
フΝイルアクセスランプ
電源ランプ
電源スイッチ
無線アンテφ用コネクタ1※2

シリアルポートコネクタ1※2

LAN コネクタ2※2

ケーブルクランプ
LAN コネクタ1※2

無線アンテφ用コネクタ2※2

拡張スロット

˔外ੇܗ๏ਤʢ୯Ґɿmmʣɹ

920MHzଳ特ఆ小ిྗ無線
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1
2
3
4
5
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8
9
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12

14
15
16
17
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20
21
22

˙装置എ面
SIMカードスロット
セキュリティーケーブル接続用スロット

DIDOコネクタ※3

VCC入出力ସスイッチ※3

˙装置前面（アンテφあり）
無線LAN用アンテφ1※4

無線LAN用アンテφ2※4
23
24

RS485 インタフェース※3

DC電源入力※3
25
26

2 3 4 5 6 7

A B C

D

8 9 10 11 12 13 14 15

17 16

23242526

1819202122

A
B

C
D

無線LANよりൣ囲な通৴Τリア。ःณのӌ回力に༏れ
ͨ無線通৴により、さま͟まなॴでセンサー等のใऩ
ूに͝利用いͨだけます。

無線モデルの特長

※1：フΝンレスボックスに࣮装の3G/LTEは、Eocomoの�Cat.1�回線に対応しͯおります。
　　 ผ్、Eocomo回線のSIMカード、通৴キャリアとのܖ約がඞཁです。
。部͝相ஊくださいۀ約/お合ͤはEocomo 法ਓӦܖ͝　　
　　 対応SIMはmicro-SIMです。 
※2：શͯの通৴ऀۀとの接続Λ保証するのではありまͤΜ。
※3：5GHz帯IEEE802.11a/n/ac無線LANの用は、電波法令により内にݶ定されます。
※各無線モデル͝とに対応するアンテφが添付されます。
。除することはできまͤΜ/ߋに無線モジュールのՃ/変ޙ入ߪ͝　

※スタビライザー（FC-0A1PD-001）࣮ 装。

A

A

3G/LTE※1※2

用్に合Θͤͯフリーセレクション͔Β、3G/LTEのSIM
フリーモバイルモデルの選択ができます。用ݱΛ選
ずインターネット接続がՄ能となります。

B

無線LAN
2.4GHz帯のIEEE802.11b/g/nだけでなく、電波ׯবに
強く、通৴が҆定する5GHz帯のIEEE802.11a/n/acに
対応※3しͯいます。

C

B
C

ઐ用オプションの壁取り付けブラケット（FC-0A1WM-001）スタ
ビライザー（FC-0A1PD-001）の利用で、̓ 定しͨ横置き、縦置き
の設置がՄ能となります。
※設置方法には制ݶがありますので、͝ ҙください。

3

210.1

130.0

90.7

145.0

25
6.
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25
0.
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1
フレームモデル

（択Ұで選択ඞਢ）
標準（国内仕様）モデル

FC-A22K-S

Core™ i3-9100TE 
（4コア/４スレッド）

海外認証モデル

CPU

モデル 標準（国内仕様）モデル

FC-A29X-S

Celeron® G4900T
（２コア/2スレッド）

海外認証モデル

22 4 5

防塵性、無線通信、小型化など現場が求める性能を追求。
様々なシステムの長期連続運用を支える
ファンレスボックス型コントローラ。

࣮装数［ຕ］
FC-1A1MR-008（容量8GB×1）
FC-1A1MR-016（容量16GB×1）

メモリ૯容量
メモリ

－1
－ 2

－

1

2
－

16GB8GB 32GB

表1：メモリ૯容量とメモリセレクション数（以下͔Β選択しͯください）

ʪCPU、海外ೝ証モデル
Λ選択ʫ

プリインストールOS
（択Ұで選択ඞਢ）

Windows 10 IoT Enterprise 
2019 LTSC （64bit 日本語版） 

   FC-1A1SS-001※1

OS未添付（ドライバ提供）

FC-1A1SS-099

   FC-1A1SS-002※1

OS未添付（ドライバ提供）

FC-1A1SS-099
2

ᶃ～ᶆは択Ұで選択。ᶇᶈᶉはҙで選択。のॱ൪でフリーセレクションより選択ください。

ファクトリコンピュータのノウハウを投入した耐環境性に優れたファンレスボックスタイプです。

5間の品څڙとڅڙ停7ޙࢭ間の保कΛサポートします。シス
テムҠߦ回数がݮり、システムߋ৽の数費用などのॾ費用Λ含め
ͨライフタイムコストΛܰݮできます。

さまざまなシーンの、さまざまな課題にお応えします。

課題

FCຊ体内部のҟৗΛ検知し、システムোΛ未વにࢭするさま͟まな機
能Λ搭載し ʮͨソフトウェアRASツールʯΛඪ準添付。システムの৴པ性Λさ
Βにߴめます。

防塵性能※1 ソフトウェアRASツール※1 

ຊ体は発ച5ޙ間の品څڙΛ保証。まͨ、保कड付ظ間はڅڙऴྃޙ
7間※1となります。

5年供給、7年保守

万Ұのϋードウェアトラブルに҆৺なフΝクトリコンピュータSupportPack
Λ用ҙ。以下のサービスと、サポートظ間（̏ 間/̓ 間）※2͔Β選ます。

ファクトリコンピュータ SupportPack※1

プリインストールしͯいるWinEows10 IoT Enterprise 2019 LTSC※2は
機能アップグレードがなく、ಉじバージョンのOSでシステムのظӡ用が
Մ能です※3。まͨ、OSに対応しͨドライバΛఏڙ。お٬༷でライセンスΛ
含むOSΛ準උし、インストールしͯ͝用いͨだくことがՄ能です。 

プリインストールOS※1

※1：プリインストールOSのਖ਼ࣜ名শは5ϖージΛࢀরください。
※2：WinEows 10にͭいͯのৄࡉは、 https�//Kpn.nec.com/Gc/win10iot.html Λࢀরください。
※3：セキュリティアップデートは停ࢭঢ়ଶで出ՙしͯいます。WinEowsUpEateで࠶։Մ能です。

※1：プリインストールOSΛ選択しͨ合、ソフトウェアRASツールは装置にインストールࡁみです。
※2：SSDण໋目҆Λ保証するのでは͟͝いまͤΜ。 

※1：CCCೝ証：த国の品༌出のͨめの規格。（China Compulsory CertiGication�த国強制ೝ証） 　 
　　　　　　　ඪ2,000ߴm未ຬ、͔ ͭ非熱帯地Ҭのみでの用に適しͯおります。 
※2：ULೝ証：ถ国の品༌出のͨめの規格。（UnEerwriters Laboratories：ถ国保҆ऀۀݥશݧࢼॴ）
※3：KCೝ証：ؖ 国の品༌出のͨめの規格。（Korea CertiGication：ؖ 国ೝ証）
※4：CEマーキング：EUՃໍ国の品༌出のͨめの規格。

※1：͝ ̍-に拡張I/Oボード（FCޙ入ߪ A1EX-001）ΛՃ/除することはできまͤΜ。 
　    PCI Express(x16)スロットΛ有します。 

※1：ຊ品の塵༷は、無ഁଛ・無ނোΛ保証するのではありまͤΜ。
※2：IP5xは、JIS C 0920�2003（IEC 60529�2001）に規定されͨݧࢼΛ࣮ࢪしͯいます。 
　　無線モデル以外Λ選択。まͨは、920MHz帯特定小電力無線Λ選択しͨ合、
　　未用の無線アンテφ用コネクタՕॴにඪ準装ணされͯいるゴムカバーΛ外さず用ください。

※1：フΝクトリコンピュータ SupportPackは、ຊ体の͝ߪ入がサービス։࢝となります。
※2：10間のSupportPackメニューはありまͤΜ。
※3：ॕ 。Λ除くٳ定のط、ࣾࡇ

フΝクトリコンピュータSupportPack のৄࡉใは、
https�//Kpn.nec.com/Gc/support@pack/inEex.html Λ͝ࢀরください。

トラブルが発ੜしͨ合、装置ΛNEC指定のऀۀがҾき取りにい、
मཧ対応ޙฦ٫します。（मཧظ間は༌ૹظ間Λ除き、ݪଇ10以内※3

です。）

● 引取修理（エコノミー）サービス

各アラームΛٖࣅతに発ੜさͤ、システムΛチェックできます。
● RAS機能チェックツール

アラームの発ੜΛݻ定ディスクに記します。
● ロギング機能

ディスクのҟৗΛ検知し、ϋードウェアঢ়ଶࢹ機能に通知します。
● S.M.A.R.T 監視機能

SSDのण໋目҆Λ数値と色で表示します。
● SSD寿命診断機能※2

外部デジタル入出力（各3）、リモート入力（1）が利用Մ能です。
● デジタル入出力

DC9-30VのDCワイドレンジの入力がՄ能です。
● DC電源入力

RS485（インターフェース）は、シリアル通৴でRC-232Cより
　。のデータૹができ、N対Nの接続がՄ能ですڑ・ߴ

● RS485

ຊ体のঢ়ଶ（ᝑ体内温度、電圧）Λ
知さײし、ҟৗͦのஹީがࢹ
れͨ合、指定プログラムの起動
アラームใのログフΝイル
の保存Λߦないます。

● ハードウェア状態監視機能

トラブルが発ੜしͨ合、શ国約400カॴの最دりのサービス拠͔
Β、カスタマΤンジニアが設置ॴまでい、෮چमཧΛߦいます。

● 出張修理サービス

● 出張修理サービス（ディスク返却不要サービス付）
ディスク（SSD）の保क交換時に、交換しͨディスクΛؼͪ࣋Βず、お٬༷
の࢈ࢿとする出張मཧサービスです。

メモリ
（選択ඞਢ。最大2ຕ選択Մ能、ࠞ （はෆՄࡏ

8GB（８ＧＢ×1）
FC-1A1MR-008

16GB（１６ＧＢ×1）
FC-1A1MR-016

選択なし

選択なし

3

ディスク構成
（択Ұで選択ඞਢ）

M.2 SSD 200GB×1
FC-1A1SD-001

M.2 SSD 400GB×1
FC-1A1SD-002

4

増設ボード※3
（最大1ͭ選択Մ能）

増設LANボード 
（1000BASE-T 2ch）

FC-1A1LA-001
拡張I/Oボード 

（RS485、DC入力、DIDO、リモート入力）

FC-1A1EX-001※4

5

無線※5※6
（最大1ͭ選択Մ能）

無線LAN（アンテナ付き） 3G/LTE（アンテナ付き） 

6

特長 フリーセレクション ※フリーセレクションでఏ示しͯいる型൪の୯品ߪ入はできまͤΜ。
A22K・A29X

塵性能に༏れͨIP5x※2に準拠。フΝンレス༷のͨめ、ค塵の৵入Λ制
することがՄ能、ค塵が発ੜするݱなどで用できます。

ディスク構成

フリーセレクションでM.2 SSDの200GB、400GB͔Β択Ұで選択ができま
す。SSDはۦ動部がないͨめHDDにൺ振動・衝撃に強くより҆定しͨՔಇ
Λ࣮ݱします。

拡張I/Oボード

フリーセレクションで拡張I/Oボード（FC-̍ A1EX-001）Λ選択※1すると、以下
の機能Λ拡張できます。

海外で͝利用いͨだくお٬༷向けに、CCCೝ証※1、ULೝ証※2、KCೝ証※3

Λ取ಘ、CEマーキング※4適合し ʠͨ海外ೝ証モデルʡΛ用ҙしͯいます。

※1：ඪ४（国内仕様）モデルのみ選択可能。 
※2：海外認証モデルのみ選択可能。 
※3：セレクションメニューで増設ボードを選択された場合、PCI Express（x16）スロットに実装。
※4：拡張I/Oボード୯品オプションは用意していません。
※5：無線モデル（無線LAN、̏G/LTE、920M)[ଳಛ定খ電力無線）を海外に持ち出して使用すると、現地国の法令等に
　  抵触する可能性がありますので海外には持ち出さないでください。
※6：ඪ४（国内仕様）モデルのみ選択可能。
　  ご購入後に無線モジュールの追加/変更/削除することはできません。

工場／クリーンルーム 物流／クレーン搭載 交通

農業 ビルオートメーション デジタルサイネージ

長期間にわたり同じシステムを
使用し、システム開発工数や
更新工事等の費用を抑えたい。 ※保कサポートとは、मཧ体制のҡ࣋、मཧ部品・消品・ण໋品の֬保、ٕ ज़い合Θͤ対応Λ示します。 

※मཧはNECフィールディングࣜגձࣾにͯঝります。

※ຊ品の塵༷は、無ഁଛ・無ނোΛ保証するのではありまͤΜ。
※IP5xは、JIS C 0920�2003（IEC 60529�2001）に規定されͨݧࢼΛ࣮ࢪしͯいます。
　導電性のあるค塵はIP5x対外となります。
※ణ性能は͟͝いまͤΜ。

解決

解決

解決

フリーセレクションで無線LANモデル、920MHz帯特定小電力無線
モデル、3G/LTEモデルの選択がՄ能。
3G/LTEであれ、有線・無線LAN環境がないݱにおいͯ、イン
ターネットに接続ができます。まͨ、装置にはLANポート2ポート
ඪ準装උ、ඞཁに応じͯ有線LAN接続Մ能です。

課題
ネットワーク環境がない。

塵性能に༏れͨIP5xに準拠。フΝンレス༷のͨめ、ค塵の৵入Λ
制することがՄ能、ค塵が発ੜするݱなどで用できます。課題 作業現場は粉塵が多く、

汎用コンピュータの
使用に苦労している。

間5ظڅڙ
保कड付ظ間

2020
12݄

2025
11݄

2032
11݄

※1：保कड付ظ間Ԇモデルは用ҙしͯいまͤΜ。

920MHz帯特定小電力無線（アンテナ付き） 

選択なしDisplayPort変換コネクタ
（最大2ͭ選択Մ能）

DP-DVI変換コネクタ
FC-1A1DP-001

DP-VGA変換コネクタ
FC-1A1DP-002
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無線LAN
（2.4GHz） 2.4 4DS/OF

IEEE802.11b/g/n

無線LAN
（5GHz）

IEEE802.11a/n/ac

〈各帯域の中心周波数〉

˔පӃ内やۭߤ機内など電子機器、無線機器の使用がࢭېされている۠Ҭでは使用しないでくださ
い。機器の電子ճ࿏にӨڹを༩え、ޡ作動や事故のݪҼとなるおそれがあります。

˔無線LAN（5G)[※1※2）機能の使用は、IEEE802.11n（W56）とIEEE802.11a（W56）および
IEEE802.11ac（W56）を除き電波法令により内にݶ定されます。

˔5G)[ଳ無線LANは、IEEE802.11a（W52/W53/W56）とIEEE802.11n（W52/W53/W56）およ
び、IEEE802.11ac（W52/W53/W56）४ڌです。W52/W53/W56は一般社団法人電子情報技
術産業協会による表記です。

はϗーϜϖージ （ http://home.Keita.or.Kp/page@ple/20150518140317@EKt1)2lITb.pdf ）ࡉৄ   
をごཡください。

˔無線LAN（2.4G)[※1※3）機能の使用周波数ଳҬでは、2.4G)[ଳҬの電波を使用しています。
この周波数ଳҬでは、電子レンジなどの産業・Պ ・ֶҩྍ機器の΄か、他のಉछ無線、ہ場の
製造ラインなどで使用される໔ڐを要するҠ動体ࣝผ用構内無線ہ、໔ڐを要しないಛ定খ電
力無線ہ、アマνュア無線ہなど（以下ʮ他の無線ہʯと略す）がӡ用されています。

˔IEEE802.11a/IEEE802.11b/IEEE802.11g/IEEE802.11n/IEEE802.11ac規格の無線
LANを使用する前に、近くでʮ他の無線ہʯがӡ用されていないことを確認してください。

˔ສ一、本製品とʮ他の無線ہʯとのؒに電波ׯবがൃ生した場合は、やかに本製品の使用νϟンネ
ルを変更するか、使用場所を変えるか、または機器のӡ用をఀࢭ（電波のൃ をࣹఀࢭ）してください。

˔電波ׯবの事例がൃ生し、おࠔりのことがىきた場合には、ฐ社またはNEC保कサービスڌ
（࿈བྷઌは本製品添付の電子マニュアルをࢀর）までおい合わせください。

■ 無線LANの注意事項

˔ファンレスボックスに実装の3G/LTEは、docomoの�Cat.1�ճ線に対応しております。
˔ผ్、docomoճ線のSIMΧード、௨৴キϟリアとのܖが必要です。
   ごܖ/お合せはdocomo法人Ӧ業部ご相ஊください。 
˔対応SIMはmicro-SIMです。

■ ３G/LTEの注意事項
˔IEEE802.15.4g　OKI製920M)[ଳಛ定খ電力無線です。
˔本製品とಉじ無線周波数ଳの無線機器が、本製品の௨৴可能Τリアに存ࡏする場合、

సૹ度の低下や௨৴Τラーが生じ、ਖ਼ৗに௨৴できない可能性があります。

■ 920MHz帯特定小電力無線の注意事項

※1：IEEE802.11n　※̎ ：IEEE802.11a/ac　※̏ ：IEEE802.11b/g

（1）ʮ2.4ʯ
（2）ʮDS/OFʯ

（3）ʮ4ʯ

（4）ʮ          ʯ

：2.4G)[ଳを使用する無線設උを表す。
：変ௐํ式を表す。DS:DS-SSํ式、
  OF:OFDMํ式
：Ҡ動体ࣝผ用の構内無線ہに対して定される
ʽ40mڑবׯを表す。4: 定ڑবׯ  
：શଳҬを使用し、かつʮҠ動体ࣝผ装置のଳҬ
  をճආ可能であることを意ຯする。

W52 W53 W56J52

海外認証モデルを用意

FC-A22K-G

   FC-1A1SS-101※2

FC-1A1AN-001 FC-1A1AN-002 FC-1A1AN-003

FC-A29X-G

   FC-1A1SS-102※2

A22Kシリーズ A29Xシリーズ

※ A22K用Windows 10 IoT Enterprise 2019 LTSC（64bit）プリインストールモデルには、Microsoft® Windows® 10 IoT Enterprise 2019 LTSC Value（64b̸ 版̓ 日本語または英語）、inté net Explorer® 11がインストールされています。
　 なお、SerWice PacLの削除およびアップグレード、ダウングレードはできませんのでご意ください。（ୈ1ύーςィション：300GB（NTFS）̡出荷時にはインストール済みソフトで20GBを占有 、rୈ2ύーςィション：り（NTFS）） 
　 なお、300GB 以下のディスクドライブご選択の場合、ୈ2ύーςィションはありません。　　
※ A29X用Windows 10 IoT Enterprise 2019 LTSC（64bit）プリインストールモデルには、Microsoft® Windows® 10 IoT Enterprise 2019 LTSC Entry（64b̸ 版̓ 日本語または英語）、inté net Explorer® 11がインストールされています。
　 なお、SerWice PacLの削除およびアップグレード、ダウングレードはできませんのでご意ください。（ୈ1ύーςィション：300GB（NTFS）̡出荷時にはインストール済みソフトで20GBを占有 、rୈ2ύーςィション：り（NTFS）） 
　 なお、300GB 以下のディスクドライブご選択の場合、ୈ2ύーςィションはありません。　　

ʪ20M)[シスςϜʫ
36C)（5.18G)[）,40C)（5.20G)[）,
44C)（5.22G)[）,48C)（5.24G)[）

ʪ40M)[シスςϜʫ
38C)（5.19G)[）,46C)（5.23G)[）

ʪ80M)[シスςϜʫ
42C)（5.21G)[）

˔W52帯Ҭ
ʪ20M)[シスςϜʫ
52C)（5.26G)[）,56C)（5.28G)[）,
60C)（5.30G)[）,64C)（5.32G)[）

ʪ40M)[シスςϜʫ
54C)（5.27G)[）,62C)（5.31G)[）

ʪ80M)[シスςϜʫ
58C)（5.29G)[）

˔W53帯Ҭ
ʪ20M)[シスςϜʫ
100C)（5.50G)[）,104C)（5.52G)[）,108C)（5.54G)[）,112C)（5.56G)[）,
116C)（5.58G)[）,120C)（5.60G)[）,124C)（5.62G)[）,128C)（5.64G)[）,
132C)（5.66G)[）,136C)（5.68G)[）,140C)（5.70G)[）

ʪ40M)[シスςϜʫ
102C)（5.51G)[）,110C)（5.55G)[）,118C)（5.59G)[）,126C)（5.63G)[）,
134C)（5.67G)[）

ʪ80M)[シスςϜʫ
106C)（5.53G)[）,122C)（5.61G)[）

˔W56帯Ҭ

Windows 10 IoT Enterprise
2019 LTSC （64bit 英語版）

Windows 10 IoT Enterprise 
2019 LTSC （64bit 日本語版） 

Windows 10 IoT Enterprise
2019 LTSC （64bit 英語版）

OS未添付（ドライバ提供）

FC-1A1SS-099
OS未添付（ドライバ提供）

FC-1A1SS-099



1
フレームモデル

（択Ұで選択ඞਢ）
標準（国内仕様）モデル

FC-A22K-S

Core™ i3-9100TE 
（4コア/４スレッド）

海外認証モデル

CPU

モデル 標準（国内仕様）モデル

FC-A29X-S

Celeron® G4900T
（２コア/2スレッド）

海外認証モデル

22 4 5

防塵性、無線通信、小型化など現場が求める性能を追求。
様々なシステムの長期連続運用を支える
ファンレスボックス型コントローラ。

࣮装数［ຕ］
FC-1A1MR-008（容量8GB×1）
FC-1A1MR-016（容量16GB×1）

メモリ૯容量
メモリ

－1
－ 2

－

1

2
－

16GB8GB 32GB

表1：メモリ૯容量とメモリセレクション数（以下͔Β選択しͯください）

ʪCPU、海外ೝ証モデル
Λ選択ʫ

プリインストールOS
（択Ұで選択ඞਢ）

Windows 10 IoT Enterprise 
2019 LTSC （64bit 日本語版） 

   FC-1A1SS-001※1

OS未添付（ドライバ提供）

FC-1A1SS-099

   FC-1A1SS-002※1

OS未添付（ドライバ提供）

FC-1A1SS-099
2

ᶃ～ᶆは択Ұで選択。ᶇᶈᶉはҙで選択。のॱ൪でフリーセレクションより選択ください。

ファクトリコンピュータのノウハウを投入した耐環境性に優れたファンレスボックスタイプです。

5間の品څڙとڅڙ停7ޙࢭ間の保कΛサポートします。シス
テムҠߦ回数がݮり、システムߋ৽の数費用などのॾ費用Λ含め
ͨライフタイムコストΛܰݮできます。

さまざまなシーンの、さまざまな課題にお応えします。

課題

FCຊ体内部のҟৗΛ検知し、システムোΛ未વにࢭするさま͟まな機
能Λ搭載し ʮͨソフトウェアRASツールʯΛඪ準添付。システムの৴པ性Λさ
Βにߴめます。

防塵性能※1 ソフトウェアRASツール※1 

ຊ体は発ച5ޙ間の品څڙΛ保証。まͨ、保कड付ظ間はڅڙऴྃޙ
7間※1となります。

5年供給、7年保守

万Ұのϋードウェアトラブルに҆৺なフΝクトリコンピュータSupportPack
Λ用ҙ。以下のサービスと、サポートظ間（̏ 間/̓ 間）※2͔Β選ます。

ファクトリコンピュータ SupportPack※1

プリインストールしͯいるWinEows10 IoT Enterprise 2019 LTSC※2は
機能アップグレードがなく、ಉじバージョンのOSでシステムのظӡ用が
Մ能です※3。まͨ、OSに対応しͨドライバΛఏڙ。お٬༷でライセンスΛ
含むOSΛ準උし、インストールしͯ͝用いͨだくことがՄ能です。 

プリインストールOS※1

※1：プリインストールOSのਖ਼ࣜ名শは5ϖージΛࢀরください。
※2：WinEows 10にͭいͯのৄࡉは、 https�//Kpn.nec.com/Gc/win10iot.html Λࢀরください。
※3：セキュリティアップデートは停ࢭঢ়ଶで出ՙしͯいます。WinEowsUpEateで࠶։Մ能です。

※1：プリインストールOSΛ選択しͨ合、ソフトウェアRASツールは装置にインストールࡁみです。
※2：SSDण໋目҆Λ保証するのでは͟͝いまͤΜ。 

※1：CCCೝ証：த国の品༌出のͨめの規格。（China Compulsory CertiGication�த国強制ೝ証） 　 
　　　　　　　ඪ2,000ߴm未ຬ、͔ ͭ非熱帯地Ҭのみでの用に適しͯおります。 
※2：ULೝ証：ถ国の品༌出のͨめの規格。（UnEerwriters Laboratories：ถ国保҆ऀۀݥશݧࢼॴ）
※3：KCೝ証：ؖ 国の品༌出のͨめの規格。（Korea CertiGication：ؖ 国ೝ証）
※4：CEマーキング：EUՃໍ国の品༌出のͨめの規格。

※1：͝ ̍-に拡張I/Oボード（FCޙ入ߪ A1EX-001）ΛՃ/除することはできまͤΜ。 
　    PCI Express(x16)スロットΛ有します。 

※1：ຊ品の塵༷は、無ഁଛ・無ނোΛ保証するのではありまͤΜ。
※2：IP5xは、JIS C 0920�2003（IEC 60529�2001）に規定されͨݧࢼΛ࣮ࢪしͯいます。 
　　無線モデル以外Λ選択。まͨは、920MHz帯特定小電力無線Λ選択しͨ合、
　　未用の無線アンテφ用コネクタՕॴにඪ準装ணされͯいるゴムカバーΛ外さず用ください。

※1：フΝクトリコンピュータ SupportPackは、ຊ体の͝ߪ入がサービス։࢝となります。
※2：10間のSupportPackメニューはありまͤΜ。
※3：ॕ 。Λ除くٳ定のط、ࣾࡇ

フΝクトリコンピュータSupportPack のৄࡉใは、
https�//Kpn.nec.com/Gc/support@pack/inEex.html Λ͝ࢀরください。

トラブルが発ੜしͨ合、装置ΛNEC指定のऀۀがҾき取りにい、
मཧ対応ޙฦ٫します。（मཧظ間は༌ૹظ間Λ除き、ݪଇ10以内※3

です。）

● 引取修理（エコノミー）サービス

各アラームΛٖࣅతに発ੜさͤ、システムΛチェックできます。
● RAS機能チェックツール

アラームの発ੜΛݻ定ディスクに記します。
● ロギング機能

ディスクのҟৗΛ検知し、ϋードウェアঢ়ଶࢹ機能に通知します。
● S.M.A.R.T 監視機能

SSDのण໋目҆Λ数値と色で表示します。
● SSD寿命診断機能※2

外部デジタル入出力（各3）、リモート入力（1）が利用Մ能です。
● デジタル入出力

DC9-30VのDCワイドレンジの入力がՄ能です。
● DC電源入力

RS485（インターフェース）は、シリアル通৴でRC-232Cより
　。のデータૹができ、N対Nの接続がՄ能ですڑ・ߴ

● RS485

ຊ体のঢ়ଶ（ᝑ体内温度、電圧）Λ
知さײし、ҟৗͦのஹީがࢹ
れͨ合、指定プログラムの起動
アラームใのログフΝイル
の保存Λߦないます。

● ハードウェア状態監視機能

トラブルが発ੜしͨ合、શ国約400カॴの最دりのサービス拠͔
Β、カスタマΤンジニアが設置ॴまでい、෮چमཧΛߦいます。

● 出張修理サービス

● 出張修理サービス（ディスク返却不要サービス付）
ディスク（SSD）の保क交換時に、交換しͨディスクΛؼͪ࣋Βず、お٬༷
の࢈ࢿとする出張मཧサービスです。

メモリ
（選択ඞਢ。最大2ຕ選択Մ能、ࠞ （はෆՄࡏ

8GB（８ＧＢ×1）
FC-1A1MR-008

16GB（１６ＧＢ×1）
FC-1A1MR-016

選択なし

選択なし

3

ディスク構成
（択Ұで選択ඞਢ）

M.2 SSD 200GB×1
FC-1A1SD-001

M.2 SSD 400GB×1
FC-1A1SD-002

4

増設ボード※3
（最大1ͭ選択Մ能）

増設LANボード 
（1000BASE-T 2ch）

FC-1A1LA-001
拡張I/Oボード 

（RS485、DC入力、DIDO、リモート入力）

FC-1A1EX-001※4

5

無線※5※6
（最大1ͭ選択Մ能）

無線LAN（アンテナ付き） 3G/LTE（アンテナ付き） 

6

特長 フリーセレクション ※フリーセレクションでఏ示しͯいる型൪の୯品ߪ入はできまͤΜ。
A22K・A29X

塵性能に༏れͨIP5x※2に準拠。フΝンレス༷のͨめ、ค塵の৵入Λ制
することがՄ能、ค塵が発ੜするݱなどで用できます。

ディスク構成

フリーセレクションでM.2 SSDの200GB、400GB͔Β択Ұで選択ができま
す。SSDはۦ動部がないͨめHDDにൺ振動・衝撃に強くより҆定しͨՔಇ
Λ࣮ݱします。

拡張I/Oボード

フリーセレクションで拡張I/Oボード（FC-̍ A1EX-001）Λ選択※1すると、以下
の機能Λ拡張できます。

海外で͝利用いͨだくお٬༷向けに、CCCೝ証※1、ULೝ証※2、KCೝ証※3

Λ取ಘ、CEマーキング※4適合し ʠͨ海外ೝ証モデルʡΛ用ҙしͯいます。

※1：ඪ४（国内仕様）モデルのみ選択可能。 
※2：海外認証モデルのみ選択可能。 
※3：セレクションメニューで増設ボードを選択された場合、PCI Express（x16）スロットに実装。
※4：拡張I/Oボード୯品オプションは用意していません。
※5：無線モデル（無線LAN、̏G/LTE、920M)[ଳಛ定খ電力無線）を海外に持ち出して使用すると、現地国の法令等に
　  抵触する可能性がありますので海外には持ち出さないでください。
※6：ඪ४（国内仕様）モデルのみ選択可能。
　  ご購入後に無線モジュールの追加/変更/削除することはできません。

工場／クリーンルーム 物流／クレーン搭載 交通

農業 ビルオートメーション デジタルサイネージ

長期間にわたり同じシステムを
使用し、システム開発工数や
更新工事等の費用を抑えたい。 ※保कサポートとは、मཧ体制のҡ࣋、मཧ部品・消品・ण໋品の֬保、ٕ ज़い合Θͤ対応Λ示します。 

※मཧはNECフィールディングࣜגձࣾにͯঝります。

※ຊ品の塵༷は、無ഁଛ・無ނোΛ保証するのではありまͤΜ。
※IP5xは、JIS C 0920�2003（IEC 60529�2001）に規定されͨݧࢼΛ࣮ࢪしͯいます。
　導電性のあるค塵はIP5x対外となります。
※ణ性能は͟͝いまͤΜ。

解決

解決

解決

フリーセレクションで無線LANモデル、920MHz帯特定小電力無線
モデル、3G/LTEモデルの選択がՄ能。
3G/LTEであれ、有線・無線LAN環境がないݱにおいͯ、イン
ターネットに接続ができます。まͨ、装置にはLANポート2ポート
ඪ準装උ、ඞཁに応じͯ有線LAN接続Մ能です。

課題
ネットワーク環境がない。

塵性能に༏れͨIP5xに準拠。フΝンレス༷のͨめ、ค塵の৵入Λ
制することがՄ能、ค塵が発ੜするݱなどで用できます。課題 作業現場は粉塵が多く、

汎用コンピュータの
使用に苦労している。

間5ظڅڙ
保कड付ظ間

2020
12݄

2025
11݄

2032
11݄

※1：保कड付ظ間Ԇモデルは用ҙしͯいまͤΜ。

920MHz帯特定小電力無線（アンテナ付き） 

選択なしDisplayPort変換コネクタ
（最大2ͭ選択Մ能）

DP-DVI変換コネクタ
FC-1A1DP-001

DP-VGA変換コネクタ
FC-1A1DP-002
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無線LAN
（2.4GHz） 2.4 4DS/OF

IEEE802.11b/g/n

無線LAN
（5GHz）

IEEE802.11a/n/ac

〈各帯域の中心周波数〉

˔පӃ内やۭߤ機内など電子機器、無線機器の使用がࢭېされている۠Ҭでは使用しないでくださ
い。機器の電子ճ࿏にӨڹを༩え、ޡ作動や事故のݪҼとなるおそれがあります。

˔無線LAN（5G)[※1※2）機能の使用は、IEEE802.11n（W56）とIEEE802.11a（W56）および
IEEE802.11ac（W56）を除き電波法令により内にݶ定されます。

˔5G)[ଳ無線LANは、IEEE802.11a（W52/W53/W56）とIEEE802.11n（W52/W53/W56）およ
び、IEEE802.11ac（W52/W53/W56）४ڌです。W52/W53/W56は一般社団法人電子情報技
術産業協会による表記です。

はϗーϜϖージ （ http://home.Keita.or.Kp/page@ple/20150518140317@EKt1)2lITb.pdf ）ࡉৄ   
をごཡください。

˔無線LAN（2.4G)[※1※3）機能の使用周波数ଳҬでは、2.4G)[ଳҬの電波を使用しています。
この周波数ଳҬでは、電子レンジなどの産業・Պ ・ֶҩྍ機器の΄か、他のಉछ無線、ہ場の
製造ラインなどで使用される໔ڐを要するҠ動体ࣝผ用構内無線ہ、໔ڐを要しないಛ定খ電
力無線ہ、アマνュア無線ہなど（以下ʮ他の無線ہʯと略す）がӡ用されています。

˔IEEE802.11a/IEEE802.11b/IEEE802.11g/IEEE802.11n/IEEE802.11ac規格の無線
LANを使用する前に、近くでʮ他の無線ہʯがӡ用されていないことを確認してください。

˔ສ一、本製品とʮ他の無線ہʯとのؒに電波ׯবがൃ生した場合は、やかに本製品の使用νϟンネ
ルを変更するか、使用場所を変えるか、または機器のӡ用をఀࢭ（電波のൃ をࣹఀࢭ）してください。

˔電波ׯবの事例がൃ生し、おࠔりのことがىきた場合には、ฐ社またはNEC保कサービスڌ
（࿈བྷઌは本製品添付の電子マニュアルをࢀর）までおい合わせください。

■ 無線LANの注意事項

˔ファンレスボックスに実装の3G/LTEは、docomoの�Cat.1�ճ線に対応しております。
˔ผ్、docomoճ線のSIMΧード、௨৴キϟリアとのܖが必要です。
   ごܖ/お合せはdocomo法人Ӧ業部ご相ஊください。 
˔対応SIMはmicro-SIMです。

■ ３G/LTEの注意事項
˔IEEE802.15.4g　OKI製920M)[ଳಛ定খ電力無線です。
˔本製品とಉじ無線周波数ଳの無線機器が、本製品の௨৴可能Τリアに存ࡏする場合、

సૹ度の低下や௨৴Τラーが生じ、ਖ਼ৗに௨৴できない可能性があります。

■ 920MHz帯特定小電力無線の注意事項

※1：IEEE802.11n　※̎ ：IEEE802.11a/ac　※̏ ：IEEE802.11b/g

（1）ʮ2.4ʯ
（2）ʮDS/OFʯ

（3）ʮ4ʯ

（4）ʮ          ʯ

：2.4G)[ଳを使用する無線設උを表す。
：変ௐํ式を表す。DS:DS-SSํ式、
  OF:OFDMํ式
：Ҡ動体ࣝผ用の構内無線ہに対して定される
ʽ40mڑবׯを表す。4: 定ڑবׯ  
：શଳҬを使用し、かつʮҠ動体ࣝผ装置のଳҬ
  をճආ可能であることを意ຯする。

W52 W53 W56J52

海外認証モデルを用意

FC-A22K-G

   FC-1A1SS-101※2

FC-1A1AN-001 FC-1A1AN-002 FC-1A1AN-003

FC-A29X-G

   FC-1A1SS-102※2

A22Kシリーズ A29Xシリーズ

※ A22K用Windows 10 IoT Enterprise 2019 LTSC（64bit）プリインストールモデルには、Microsoft® Windows® 10 IoT Enterprise 2019 LTSC Value（64b̸ 版̓ 日本語または英語）、inté net Explorer® 11がインストールされています。
　 なお、SerWice PacLの削除およびアップグレード、ダウングレードはできませんのでご意ください。（ୈ1ύーςィション：300GB（NTFS）̡出荷時にはインストール済みソフトで20GBを占有 、rୈ2ύーςィション：り（NTFS）） 
　 なお、300GB 以下のディスクドライブご選択の場合、ୈ2ύーςィションはありません。　　
※ A29X用Windows 10 IoT Enterprise 2019 LTSC（64bit）プリインストールモデルには、Microsoft® Windows® 10 IoT Enterprise 2019 LTSC Entry（64b̸ 版̓ 日本語または英語）、inté net Explorer® 11がインストールされています。
　 なお、SerWice PacLの削除およびアップグレード、ダウングレードはできませんのでご意ください。（ୈ1ύーςィション：300GB（NTFS）̡出荷時にはインストール済みソフトで20GBを占有 、rୈ2ύーςィション：り（NTFS）） 
　 なお、300GB 以下のディスクドライブご選択の場合、ୈ2ύーςィションはありません。　　

ʪ20M)[シスςϜʫ
36C)（5.18G)[）,40C)（5.20G)[）,
44C)（5.22G)[）,48C)（5.24G)[）

ʪ40M)[シスςϜʫ
38C)（5.19G)[）,46C)（5.23G)[）

ʪ80M)[シスςϜʫ
42C)（5.21G)[）

˔W52帯Ҭ
ʪ20M)[シスςϜʫ
52C)（5.26G)[）,56C)（5.28G)[）,
60C)（5.30G)[）,64C)（5.32G)[）

ʪ40M)[シスςϜʫ
54C)（5.27G)[）,62C)（5.31G)[）

ʪ80M)[シスςϜʫ
58C)（5.29G)[）

˔W53帯Ҭ
ʪ20M)[シスςϜʫ
100C)（5.50G)[）,104C)（5.52G)[）,108C)（5.54G)[）,112C)（5.56G)[）,
116C)（5.58G)[）,120C)（5.60G)[）,124C)（5.62G)[）,128C)（5.64G)[）,
132C)（5.66G)[）,136C)（5.68G)[）,140C)（5.70G)[）

ʪ40M)[シスςϜʫ
102C)（5.51G)[）,110C)（5.55G)[）,118C)（5.59G)[）,126C)（5.63G)[）,
134C)（5.67G)[）

ʪ80M)[シスςϜʫ
106C)（5.53G)[）,122C)（5.61G)[）

˔W56帯Ҭ

Windows 10 IoT Enterprise
2019 LTSC （64bit 英語版）

Windows 10 IoT Enterprise 
2019 LTSC （64bit 日本語版） 

Windows 10 IoT Enterprise
2019 LTSC （64bit 英語版）

OS未添付（ドライバ提供）

FC-1A1SS-099
OS未添付（ドライバ提供）

FC-1A1SS-099



A22KŋA29X
ϑΝϯϨεϘοΫελΠϓ

フΝクトリコンピュータシリーζ

様

3

ઃஔํ๏ ࠐΈす͍コンύクトᝑମ

外؍ͱ֤෦の໊শ

ઃஔڥ݅※1 पลثػҰཡද

※Microsoftは、ถ国Microsoft Corporation およびそのؔ࿈会社のඪです。　※Windows、Internet Explorerは、ถ国Microsoft Corporationのถ国およびその他の国におけるొඪです。　※インςル、Intel Core、Celeronは、アメリΧ合ऺ国および / またはその他の国に
おける Intel Corporation またはその子会社のඪです。　※DisplayPortはVideo Electronics Standards Associationのඪです。　※NVMeは NVM Express,Inc.のඪです。　※PCI ExpressはPCI-SIGのඪです。 ※docomoは株式会社NTTドコモのొඪですŇ
※OKIはԭ電ؾ業株式会社のొඪです。　※本ॻに記載されている会社໊、品໊は֤社のඪまたはొඪです。　※本ॻのその他のొඪおよびඪは、それͧれの所有ऀにؼ属します。

Cat.No.  E03-21111960J 

おい合Θͤは、下記
NEC プラットフΥームιリューシϣン事業෦

ຊ電ࣜגؾձࣾ 1˟08-8001　౦ژޒࣳ۠ߓஸ目7-1（NECຊࣾビル）

˔記載の仕様、デβインは༧ࠂなしに変更することがあります。また、ࣸ ਅはҹのたΊ製品の色とଟগҟなる場合があります。
˔使用部品はظ供څをҡ持するたΊ、記載品とಉ等性能の部品に変更する場合があります。

https�//Kpn.nec.com/Gc/
E-mail� Gc!customer.Kp.nec.com

環境にやさしい植物油インキ
を使用しています。

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

202111݄ࡏݱ

。いください用্の͝ҙ（ඞずお読みください）ʯΛよくお読みの্、ਖ਼しくおマニュアルのʮࢠは、ຊ体添付の電ࡍ用の͝
設置環境݅以外の環境（ਫ、湿ؾ、́ こり、༉Ԏなどのଟいॴなど）に設置しないでください。Րނ、ࡂো、ײ電などのݪҼとなることがあります。҆શに関する͝ҙ

˗ඪ

˔本製品には、有ण໋部品（ディスクドライブ等）がؚまれています。̓ 定してご使用いただくたΊには定ظతな保कによる部品ަ換が必要になります。有ण໋部品のަ換時ظの҆は、使用ස度や条件によりҟなりますので、本体添付の電子マニュアルをごࢀরください。　˔お客様が選
択されましたOSに合わせて、ご使用になるソフトウェアおよび周辺機器の対応OS、動作可൱や使用条件をご確認の্ご利用ください。　˔本製品情報に記載のディスク容量は1GBを10ԯバイトで計ࢉした場合の数値です。OSから認ࣝできる容量は、実際の値よりগなく表示される場合が
あります。　˔֤छ拡張機器/OS/アプリケーションの動作確認については、֤ メーΧにご確認ください。　˔プリインストールおよび添付のソフトウェアのバージョンやৄࡉ機能などは、༧ࠂなく変更する場合があります。それにい一部機能に制ݶが生じる場合があります。　˔༧ࠂなくディスク

（SSDなど）の容量を変更する場合があります。　˔本製品（ソフトウェアをؚΉ）は日本国内でのみ販ചするものであり、当社では海外の保कサービスおよび技術サポートはߦっておりません。　˔本製品（ソフトウェアをؚΉ）のコンポーネントにおいて、保कड付ؒظ中に技術サポートをऴྃ
する場合があります。この場合も保कサービスはܧ続提供します。　˔本製品（ソフトウェアをؚΉ）が、外国ҝସٴび外国қ法の規定により、規制՟などに֘当する場合は、日本国外に持ち出す際には、日本国の༌出ڐ可ਃなど、必要なख続きをお取りください。ৄ しくは、マニュアル
または֤製品に添付しております意ॻきをごࢀরください。　˔本製品およびオプションを海外に༌出される場合（ݸ人によるߦܞをؚΉ）には、֤ 国の法規制に対応する必要があります。 ˔本製品にインストールされているOSは、Microsoft社のアップグレード/ダウングレード対象製品で
はありませんのでご意ください。 ˔無線LANでは、セキュリςィの設定をすることがඇৗにॏ要です。ৄ 。রくださいࢀは、本製品添付の電子マニュアルをごࡉ

˗意事߲

A22K・A29XA22K・A29X

ᝑ体サイζは250.0（W）×210.1（D）×90.7（H）mm。
ᝑ体はলスϖースモデル（E23W・E27B・E22U）より体ੵൺで
約1/2のコンパクトサイζ。

ฏ置き
ʤ壁取り付けブラケット（FC-0A1WM-001）ʥ

縦置き
ʤスタビライザー（FC-0A1PD-001）ʥ

˙装置前面

˙装置前面（拡張 I/O ボード、無線 LAN アンテφ 選択）

˙装置എ面（拡張 I/O ボード 選択）

※1：ຊ品に添付のDC電源ケーブル、まͨは、オプションのACアダプタ（国内（FC-0A1AD-001）、
　　  海外（FC-0A1AD-002））Λ接続します。
※2： 出ՙ時はコネクタカバーが付いͯいます。
※3： セレクションメニューで拡張I/O ボード（FC-1A1EX-001）Λ選択されͨ合、࣮ 装。
※4： セレクションメニューで無線モデルΛ選択。ࣸ ਅのアンテφは無線LANモデル。

˙装置前面
ライン入力ࢠ（ステレオ）※2

ライン出力ࢠ（ステレオ）※2

電源用コネクタ※1

DisplayPortコネクタ1※2

DisplayPortコネクタ2※2

USBコネクタ（USB 3.0対応）※2

USBコネクタ（USB 3.0対応）※2

DUMPスイッチ
USBコネクタ（USB 3.0対応）※2

USBコネクタ（USB 3.0対応）※2

シリアルポートコネクタ2※2

ステータスランプ
フΝイルアクセスランプ
電源ランプ
電源スイッチ
無線アンテφ用コネクタ1※2

シリアルポートコネクタ1※2

LAN コネクタ2※2

ケーブルクランプ
LAN コネクタ1※2

無線アンテφ用コネクタ2※2

拡張スロット

˔外ੇܗ๏ਤʢ୯Ґɿmmʣɹ

920MHzଳ特ఆ小ిྗ無線
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˙装置എ面
SIMカードスロット
セキュリティーケーブル接続用スロット

DIDOコネクタ※3

VCC入出力ସスイッチ※3

˙装置前面（アンテφあり）
無線LAN用アンテφ1※4

無線LAN用アンテφ2※4
23
24

RS485 インタフェース※3

DC電源入力※3
25
26
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無線LANよりൣ囲な通৴Τリア。ःณのӌ回力に༏れ
ͨ無線通৴により、さま͟まなॴでセンサー等のใऩ
ूに͝利用いͨだけます。

無線モデルの特長

※1：フΝンレスボックスに࣮装の3G/LTEは、Eocomoの�Cat.1�回線に対応しͯおります。
　　 ผ్、Eocomo回線のSIMカード、通৴キャリアとのܖ約がඞཁです。
。部͝相ஊくださいۀ約/お合ͤはEocomo 法ਓӦܖ͝　　
　　 対応SIMはmicro-SIMです。 
※2：શͯの通৴ऀۀとの接続Λ保証するのではありまͤΜ。
※3：5GHz帯IEEE802.11a/n/ac無線LANの用は、電波法令により内にݶ定されます。
※各無線モデル͝とに対応するアンテφが添付されます。
。除することはできまͤΜ/ߋに無線モジュールのՃ/変ޙ入ߪ͝　

※スタビライザー（FC-0A1PD-001）࣮ 装。

A

A

3G/LTE※1※2

用్に合Θͤͯフリーセレクション͔Β、3G/LTEのSIM
フリーモバイルモデルの選択ができます。用ݱΛ選
ずインターネット接続がՄ能となります。

B

無線LAN
2.4GHz帯のIEEE802.11b/g/nだけでなく、電波ׯবに
強く、通৴が҆定する5GHz帯のIEEE802.11a/n/acに
対応※3しͯいます。

C

B
C

ઐ用オプションの壁取り付けブラケット（FC-0A1WM-001）スタ
ビライザー（FC-0A1PD-001）の利用で、̓ 定しͨ横置き、縦置き
の設置がՄ能となります。
※設置方法には制ݶがありますので、͝ ҙください。
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項目 A22K※1 A29X※1

CPU※2 インテル® Core™ i3-9100TE プロセッサー インテル® Celeron® プロセッサー G4900T
動作周波数 2.2GHz（Intel® Turbo Boost Technology搭載 最大3.2GHz） 2.9GHz
コア数/スレッド数 4コア/4スレッド 2コア/2スレッド
キャッシュメモリ 6MB 2MB（Intel® Smart Cache）

システムバス 8GT/s DMI3（メモリバス：2400MHz）
チップセット インテル® C246チップセット

メモリ 最大32GB（16GB×2）※3 DIMMスロット×2
DDR4-SDRAM（PC4-21333［DDR4-2666］） ECC機能付き

表示機能※4 インテル® UHD グラフィックス 630（CPU内蔵） インテル® UHD グラフィックス 610（CPU内蔵）
ビデオRAM 搭載メモリの1/2※5

最大解像度 3,840×2,160ドット（QFHD 4K 1677万色）※6

マルチディスプレイ機能 サポート
サウンド機能 インテル® C246 チップセット内蔵 ＋ ALC888S-VD2搭載

補助記憶装置 SSD
最大搭載数 1台
容量 200GB or 400GB

インター
フェース※9

USB※7 4ポート（前面：4ポート［USB3.0］）

シリアル
RC-232C 最大115,200bps　D-sub9ピン×2（オス）
RC485（セレクション） 最大10Mbps　拡張I/O ボード（FC-1A1EX-001）選択時※8

ディスプレイ DisplayPort×2
ネット
ワーク

有線 RJ45（1000BASE-T/100BASE-TX/10BASE-T）LANコネクタ×2、Remote Power ON機能サポート、ジャンボフレーム対応
無線（セレクション） 無線LAN（IEEE802.11a/b/g/n/ac準拠） 、 3G/LTE 、 920MHz帯特定小電力無線（IEEE802.15.4g準拠）※10

サウンド関連 ライン入力（ステレオ、ミニジャック）×1、ライン出力（ステレオ、ミニジャック）×1
拡張スロット※9 PCI Express PCI Express（x16）×1スロット、Low Profile（204（W）×68（D）（mm））、PCI Express Base Specification Rev.3.0※11

RAS機能 ソフトウェアRASツール添付※12

規格等 欧州RoHS指令準拠、VCCI class A 適合
消費電力※13 約50W （最大 約58W） 約36W （最大 約42W）
皮相電力※13 約54VA （最大 約62VA） 約40VA （最大 約46VA）
発熱量※13 約180kJ/h （最大 約209kJ/h） 約130kJ/h （最大 約151kJ/h）

外形寸法 ・横置き：250.0（W）×210.1（D）×90.7（H）mm（ゴム足含む、突起部 / コネクタ部は除く）　
・縦置き：145.0（W）×210.1（D）×256.6（H）mm（スタビライザー含む、突起部 / コネクタ部は除く）

質量※14
・約4.7kg（スタビライザー / 壁取り付けブラケット含まず）
・約4.9kg（スタビライザー含む）
・約5.0kg（壁取り付けブラケット含む）

主な添付品 DC電源ケーブル（1m）、はじめにお読みください、保証書、リカバリDisc 媒体（OSレスは未添付）、バックアップDisc 媒体、ゴム足など。　
キーボード、マウスは未添付です。

項目 A22K・A29X
周囲温度※2 0 ～ 45℃（0.70m/sの強制対流時）、0 ～ 30℃（0.25m/sの強制対流時）
保存温度※3 −20 ～ 60℃
湿度（非結露） 20 ～ 80％
保存湿度（非結露） 10 ～ 80％

浮遊塵埃※4 特にひどくないこと［0.3mg/m3］　JEITA IT-1004B class B※6 導電性および吸湿性の塵埃はなきこと。
IP5x 準拠※7

腐食性ガス ガスが検知されない良好な環境であること　JEITA IT-1004B class A※6

耐振性※5 (XYZ各方向3回)　 連続 19.6m/s2

IEC 60068-2-6
耐衝撃性 通電 19.6m/s2、非通電 98m/s2

電源電圧
・添付品、DC電源ケーブル（電源用コネクタ）利用時：DC12V±5%
・DC電源入力（I/O拡張ボード（FC-1A1EX-001））利用時：DC9-30V
・ACアダプタ（国内（FC-0A1AD-001）、海外（FC-0A1AD-002））利用時：AC100-240V±10%、50/60Hz ±3Hz

電源周波数※8 50 / 60Hz ±3Hz
電源雑音※8 1kVP-P  50ns ～ 1μsパルス
絶縁抵抗値※8 20MΩ（DC500V）
絶縁耐圧※8 AC1.5kV  1分間
漏洩電流※8 1mA以下
瞬時停電※8 30ms以下（定格電圧時）
接地 D種

分 類 型 名 品 名

拡張ボード※1 FC-0E0LA-002 LANボード（1000BASE-T/2ch/PCI-E x4）

メモリ
FC-0A1MR-008 増設RAMボード（8GB、DDR4）

FC-0A1MR-016 増設RAMボード（16GB、DDR4）

M.2 SSD
FC-0A1SD-001 交換用M.2 SSD 200GB

FC-0A1SD-002 交換用M.2 SSD 400GB

変換コネクタ※1
FC-0P0DP-001 DP-DVI変換コネクタ

FC-0P0DP-002 DP-VGA変換コネクタ

ACアダプタ※1
FC-0A1AD-001 ACアダプタ(国内) ACケーブル付き

FC-0A1AD-002 ACアダプタ(海外) ACケーブル無し※2※3

取付金具
FC-0A1WM-001 壁取り付けブラケット

FC-0A1PD-001 スタビライザー

※1：ドライバ提供OS（サポートOS）は以下のとおりです。
　　  ・Windows® 10 IoT Enterprise 2019 LTSC （64bit版 日本語版）
　　  ・Windows® 10 IoT Enterprise 2019 LTSC （64bit版 英語版）
　　  ドライバ提供OS用のドライバは、本体添付のバックアップDisc媒体に格納され

ています。
※2： 使用環境や負荷によりCPU動作をダイナミックに変化させる制御機能を搭

載しています。
※3： 搭載メモリはセレクションメニューで8GB / 16GBの中から選択可能です。
　　 増設RAMボードとしてFC-0A1MR-008（8GB、DDR4）、FC-0A1MR-016

（16GB、DDR4）が利用できます。
※4： 本製品のもつ解像度および表示色の能力であり、接続するディスプレイによっ

ては表示できないことがあります。
※5： ビデオRAMは、メインメモリを使用します。ご使用のOS等動作状況により利

用可能なビデオRAM容量が変化します。本製品のハードウェア構成、ソフト
ウェア構成、BIOSおよびディスプレイドライバの更新、搭載するメインメモリの
容量によって利用可能なビデオRAMの最大値が変わる場合があります。

※6： DP-DVI変換コネクタ（FC-0P0DP-001）および、DP-VGA変換コネクタ
（FC-0P0DP-002）を使用した場合には最大解像度1,920×1,200ドットに
なります。

※7： 接続する周辺機器および装置を利用するソフトウェアが、本インターフェース
に対応している必要があります。本製品のUSB3.0コネクタはUSB2.0機器
の接続利用が可能です。

※8： 接続ケーブルは用意していません、お客様で接続ケーブルを作成してください。
装置のRS485外部コネクタは日本圧着端子製造株式会社製 SMP-09V-NC 
相当品です。

※9： 市販品のご利用にあたっては、事前にお客様にてご評価・ご確認をお願い致
します。

※10：無線モデルは海外に持ち出して使用すると、現地国の法令等に抵触する可
能性がありますので海外には持ち出さないでください。また、ご購入後に無線モ
ジュールの追加/変更/削除することはできません。

※11：フリーセレクションでI/O拡張ボード（FC-1A1EX-001）または、増設LANボー
ド（FC-1A1LA-001）選択時は、増設ボードで占有済み。

※12：ソフトウェアRASツールでは、ハードウェア状態監視機能・SMART監視機能・
ロギング機能をサポートしています。 

※13：本製品の構成で、CPUのコア（スレッド）をすべて有効にして本製品を動作させ
たときの測定値で表記しています。CPUのコア数（スレッド数）や動作周波数、
本製品の動作条件によっては、記載している消費電力値より低くなります。

※14：出荷構成（本製品（増設ボード未搭載）のみ）での測定値になります。

※1： PC型番および市販のファイル装置を内蔵した場合、設置環境条件は増設したオプションの設置環境条件となります。
　　  周囲温度0℃以下の所で保存される場合、本体内の時計がずれる場合がありますので、使用する際に再設定をおこなってください。
※2： 動作条件に応じてお客様で強制対流の環境をご用意ください。
※3： 電源コードを−20 ～−15℃環境で保管する場合、振動や衝撃、圧力等の外力を加えないでください。
※4： IP5xの試験で規定されない塵埃（例えば金属粉・オイルミスト・腐食性ガス、その他導電性および吸湿性の塵埃など）がある環境で使用される場合は、

防塵ラックや密閉筐体などに収容してご使用ください。
※5： 本体の固有周波数と近接した場合に生じる共振現象における耐力を保証するものではありません。
※6： JEITAは一般社団法人 電子情報技術産業協会（Japan Electronics and Information Technology Industries Association）の略称です。
※7： IP5xは、JIS C 0920:2003（IEC 60529：2001）に規定された試験を実施しています。
　　  本製品の防塵仕様は、無破損・無故障を保証するものではありません。防滴性能はございません。
※8： ACアダプタ（国内（FC-0A1AD-001）、海外（FC-0A1AD-002））利用時。

※1： IP5x未対応です。
※2： お客様のご利用にあわせて電源ケーブル(市販品)をご購入ください。
※3： CCC認証、UL認証、KC認証を取得、CEマーキング、PSEに適合しています。




